






















 “Technical Training and Career Support for keep on work”
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の両立の困難さにつながっていることが離職の要因
ではないかと推察される。
４．学生支援システム
　「大学生の就業力育成支援事業」を、システム面
から具体化するために設けられているのが「学生支
援システム」 事業である。
　本事業は、本学の情報システムについて、就業力
育成支援の観点を踏まえて、システムを整えると同
時に、本学全体のシステムの統合性を確保しつつ、
本学学生・教職員にとって利便性を高めることをね
らいに設置された。本稿では、２カ年にわたる取り
組みについて、報告する。
（1）平成22年度―学外から安全にアクセスするた
めのファイアーウォールの構築
　キャリア支援課では、情報システムを利用して求
人情報等を配信している、既存の情報システムで
は、安全管理上の問題から配信先が本学内のシステ
ムに限られていた。学内のみのシステムであったた
め、学生が自宅等から求人等の情報を得ることがで
きないという大きな課題があった。さらに、「キャ
リアデザインノート」や「学生カルテ」等、学生と
教員等でやりとりする情報についても、学内に限ら
れており、情報システムの利便性と今後の拡張性を
確保するためには、外部から安全にシステムにアク
セスするための基盤整備が急務の課題であった。
　そこで、22年度は、上記課題を根本的に改善する
ために、ファイアーウォールの整備を先行して実施
した。これにより、学生が自宅等から求人情報を閲
覧したり、教員と相互にファイルを送受信する仕組
みが整った。加えて、今後のシステムの拡張という
観点からも、次年度につながる整備ができたと考え
る。
（2）平成23年度―各種機能等の追加と最適化
　平成22年度に、学外から、安全に学内のシステム
に接続する基盤整備が完了したことで、次の課題と
なるのは、情報をやりとりするためのシステムの最
適化である。そこで、次の機能を追加した。
　１）U.naviファイル提出機能の追加
　「キャリアデザインノート」、「学生カルテ」やレ
ポート等、紙ベースでやりとりしていた情報を電子
化することにより、オンラインで学内外のPCから
閲覧・編集可能とした。さらに、学生の修学支援と
利便性向上のために、U.naviの改変等、機能面での
調整を行った。
　２）U.navi一斉メール配信システムの追加
　東日本大震災は、電話がマヒし安否確認ができな
くなるなど、通信網が寸断されることにより、あら
ゆる組織・機能が停止する危険性をまざまざと見せ
つけた。これを受け、本学からより強力に学生に情
報を配信する、一斉メール配信システム機能を追加
することになった。
　この一斉メール配信システムは、学部・学科・専
攻等、本学のセクションを切り分けて配信もでき
る。上記、緊急事態だけでなく、実習期間や夏期休
業期間等、学生がほとんど学外にいる状況等でも、
修学・キャリア支援の両面からの活用が大いに期待
できる。
　３ ）U.naviファイル提出機能におけるポートフォ
リオ機能の追加
　学生のキャリア支援の一環としてポートフォリオ
作成を導入しているが、ウェブ上にポートフォリオ
機能を構築することで、特設の時間を設定しなくて
も随時に作成・編集が可能となった。これにより、
担当課・教員・学生はキャリア情報を即時に共有す
ることが可能となった。
　４）シラバスの電子化等機能の追加
　近年、教育研究情報公表が求められるようになっ
た。平成22年４月には、中央教育審議会から、大学
が公表すべき情報の事項が明示された。これら時代
のニーズに対応するため、教育課程に関する情報の
中心的情報であるシラバスの電子化とネット上で公
開するための整備を行った。
　シラバスの電子化は、学生にとっても、より容易
に目的の講義等が検索・閲覧できることが期待でき
る。履修登録等においても、より利便性が高まった
ものと考える。
　上記のように、初年度は情報システムの基盤整備
を行い、次年度は機能の追加を図った。後者につい
ては、導入を図ったばかりで試行的段階である。今
後は、利用を重ねていきながら、最適化を図ってい
きたいと考える。
